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レポート

綾瀬菊花会
□問岡田☎７８ ・ ７８５４

　

晩
秋
の
11
月
、
市
役
所
１
階
展

示
ホ
ー
ル
で
、
綾
瀬
菊
花
展
が
四

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
心
に

残
る
菊
花
の
姿
を
堪
能
し
ま
し

た
。
菊
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
情
熱

を
注
ぐ
市
民
愛
好
家
が
集
ま
る
、

菊
花
会
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
訪
問
し
た
同
会
で

は
、
岡
田
秀
麿
会
長
の
も
と
24
人

の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
昭

和
39
年
の
発
足
か
ら
経
歴
を
重
ね

て
い
る
息
の
長
い
素
晴
ら
し
い
グ

ル
ー
プ
で
す
。
活
動
の
分
野
と
目

的
は
社
会
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
、

文
化
交
流
と
愛
好
者
の
親
睦
を
図

る
こ
と
と
環
境
美
化
で
す
。
皆
さ

ん
日
々
に
励
み
つ
つ
、
花
を
愛
し

て
い
ま
す
。
半
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、切
磋
琢
磨
さ
れ
、

11
月
の
開
花
時
に
的

を
絞
っ
て
、
丹
精
込

め
た
結
果
、
見
事
な

花
に
仕
上
が
る
そ
う

で
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
心
に
感
銘
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
た
ゆ

ま
ざ
る
努
力
と
研
修

会
や
文
化
芸
術
祭
な

ど
、
多
く
の
事
業
に

参
加
さ
れ
、
日
夜
、

誠
心
誠
意
、
精
進
さ

れ
、
今
日
が
あ
る
も

▲手塩にかけて育てた花たちです

▲さまざまな菊があります

－奈良・平安時代①－

「
倉
」か
ら
「
座
」

　
　  

「
高
座
」
の
誕
生

　

昭
和
53
（
１
９
７
８
）
年
の
市

制
施
行
ま
で
、
綾
瀬
市
域
は
高
座

郡
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
で

も
、
高
座
豚
な
ど
「
高
座
」
は
綾

瀬
市
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い
地
名

で
す
。
で
は
「
高
座
」
と
い
う
名

称
は
い
つ
ご
ろ
生
ま
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

　

養
老
４
（
７
２
０
）
年
編
さ
ん

の
「
日
本
書
記
」
に
、
天
武
天
皇

４
（
６
７
５
）
年
の
記
事
と
し
て

「
高
倉
郡
」
が
登
場
し
ま
す
（「
綾

瀬
市
史
１　

資
料
編　

古
代
・
中

世
」
43
頁
）。

　

承
平
年
間（
９
３
１
〜
９
３
８
）

に
成
立
し
た
「
和わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う
し
ょ
う抄

」
と

い
う
辞
書
に
は
、
相
模
国
の
郡
の

一
つ
に「
高
座
」が
見
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、「
タ
カ
ク
ラ
」
と
い
う

ふ
り
が
な
が
つ
い
て
い
ま
す（「
綾

瀬
市
史
10
別
編　

ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
」
37
頁
）。

　

し
た
が
っ
て
、
高
倉
郡
が
高
座

郡
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。「
倉
」
は
、
縁
起
が
よ
い
と

さ
れ
る
「
座
」
に
あ
る
時
点
で
変

わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
座
郡
は
こ
う
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。

　

奈
良
時
代
に
は
、
国
の
下
に
郡

が
あ
り
、
さ
ら
に
郷
が
あ
り
ま
し

た
。
綾
瀬
市
域
は
相
模
国
高
座
郡

の
高
座
郷
か
ら
深
見
郷
に
わ
た
っ

て
い
た
よ
う
で
す
（
図
）。

　

７
世
紀
末
か
ら
高
座
郡
の
役
所

（
郡ぐ

ん

衙が

）
は
、
現
在
の
県
立
茅
ヶ

崎
北
陵
高
校
の
あ
た
り
に
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
８
世
紀
初
頭
以

降
、
ど
こ
か
へ
移
り
ま
し
た
。

　

国
分
寺
に
近
い
海
老
名
市
か
ら

綾
瀬
市
に
か
け
て
の
地
域
か
ら

は
、「
高
坐
（
座
）」
と
墨
で
書
か

れ
た
土
器
（
墨ぼ

く
し
ょ書
土ど

器き

）
や
、
一

般
の
集
落
か
ら
出
土
し
な
い
奈な

ら良

三さ
ん
さ
い彩
と
呼
ば
れ
る
珍
し
い
陶
器
も

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

綾
瀬
市
域
に
郡
衙
が
あ
っ
た
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課
☎
70
・
５
６
３

７
。

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
幼
児
２
人
同

乗
用
（
３
人
乗
り
）
電
動
自
転
車

を
貸
し
出
し
ま
す
。
適
正
な
乗
車

方
法
を
啓
発
し
、
子
育
て
に
頑
張

る
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。

▼
対
象　

４
月
１
日
現
在
で
次
の

要
件
を
全
て
満
た
す
方
①
満
16
歳

以
上
で
市
内
在
住
（
外
国
人
登
録

原
票
登
録
者
で
在
留
資
格
が
な
い

方
と
短
期
滞
在
の
資
格
を
有
す
る

方
を
除
く
）
②
１
歳
以
上
６
歳
未

満
の
子
ど
も
２
人
以
上
を
養
育
し

て
い
る
③
自
転
車
の
適
正
な
保
管

場
所
を
確
保
で
き
る
④
市
税
と
認

可
保
育
園
の
保
育
料
を
滞
納
し
て

い
な
い
▼
仕
様
と
台
数　

幼
児
２

人
同
乗
基
準
適
合
車
。
内
装
３
段

変
速
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
。
20
台

（
抽
選
）
▼
利
用
期
間　

12
カ
月

以
内
（
１
カ
月
単
位
）
▼
　

無

料
（
点
検
・
整
備
・
修
理
費
用
と

返
却
時
の
第
２
種
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
貼

付
費
用
は
、
利
用
者
負
担
）
▼

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
子
育
て
支

援
課
、
中
央
公
民
館
、
各
地
区
セ

ン
タ
ー
、
寺
尾
い
ず
み
会
館
、
南

部
ふ
れ
あ
い
会
館
、
綾
北
福
祉
会

館
に
あ
る
市
幼
児
２
人
同
乗
用
自

転
車
レ
ン
タ
ル
事
業
実
施
要
綱
や

利
用
規
約
を
読
み
、
申
請
書
に
記

入
。
添
付
書
類
と
と
も
に
１
月
16

日
〜
２
月
10
日
に
〒
２
５
２

－

１

１
９
２
（
住
所
不
要
）
同
課
へ
郵

送
か
直
接
（
１
世
帯
１
通
の
み
）

▼
貸
出
条
件　

３
月
23
日（
金
）・

24
日（
土
）開
催
予
定
の
自
転
車
安

全
運
転
講
習
会
へ
の
参
加
（
後
日

案
内
）
▼
　

同
課
☎
70
・
５
６

６
４

◆
応
募
〜
返
却
の
流
れ

①
利
用
申
請
書
を
同
課
へ
提
出

②
申
請
者
に
利
用
決
定
通
知
書

を
送
付

③
自
転
車
安
全
運
転
講
習
会
に

参
加

④
貸
し
出
し
開
始

⑤
自
転
車
店
で
点
検
・
整

備
後
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
を
貼

付
し
て
市
に
返
却

―こんな相談ありました―

45

　「『不用品を回収します』とアナウンスし
ながら車で回る廃品回収業者を呼び止め、
不要になった椅子の回収を依頼した。１万
5000円の代金を請求され、少し高いと思っ
たが支払った。後で近所の人に『高すぎる』
と言われ、返金してもらおうとすぐ領収書
に記載してある電話番号にかけたが、つな
がらない｣。
　消費生活センターには、このような相談
が寄せられています。支払い金額に不満が
残り、返金などを求めようとしても、電話
がつながらないケースや「もう処分済み」
と全く対応してもらえないケースも多く見
られます。
　一般廃棄物の収集・運搬は、市の許可を
受けた業者しか行えないことになっていま
す。回って来る回収業者に安易に処分を依
頼すると、トラブルになるだけでなく、不
法投棄につながる可能性もあります。
　不用品などは、市で決められたルールに
従って処分しましょう。
　 同センター☎70・3335。

幼
児
２
人
同
乗
用
（
３
人
乗
り
）

電
動
自
転
車
を
貸
し
出
し
ま
す

の
と
思
い
ま
す
。

　

菊
作
り
の
秘
訣
は
、
多
岐
に
わ

た
り
、
文
献
な
ど
に
い
ろ
い
ろ
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
も
か
く

も
、
先
輩
の
皆
さ
ん
か
ら
手
ほ
ど

き
を
受
け
、
土
作
り
、
苗
の
育
て

方
に
始
ま
り
、
水
の
管
理
、
病
虫

害
や
ら
他
の
い
ろ
い
ろ
な
条
件
を

ク
リ
ア
し
て
、
最
後
の
目
的
の
開

花
に
的
を
絞
り
丹
精
す
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
回
の
菊
花
展
を
鑑
賞
し
、

取
材
の
機
会
を
得
た
こ
と
に
感
謝

す
る
次
第
で
す
。
会
員
皆
さ
ん
の

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
熱

望
し
、末
長
い
活
動
を
願
い
ま
す
。

【
大
滝　

隆
司
・
広
報
ま
ち
か
ど

特
班
員
】

図　
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市
史
５
」
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